環境産業特論
京都議定書の批准もロシアとEUの関係からH17.2.26実現した。その時、CO2削減は道徳的問題でなくコンプライアンスの問題となる。これは地球温暖化対策の一つであるがこうした法規制は今後も増加するだろう。その一方で、日本の2020年の環境ビジネス市場(OECD分類)は58兆円(2010年比123.4％)、雇用124万人(同比110.7％)と推定される。このように環境産業は情報、福祉と並び21世紀の基幹産業である。そこで、環境産業の確立と必要な課題と戦略について説明する。

1． 環境産業で働くとはどういうことか（君たちはどこで働くべきなのか、環境産業創造は可能か）

2． 環境産業とは何か(世界中で吹き荒れる異常気象に対し企業は何ができるか)

3． 環境と産業のwin-winの関係について(ホンダ、INAX伊賀工場、キューピー五霞工場、キリンビール、オートセンターモリ、株式会社サトーキ、エスペックミック株式会社の環境力を紹介)

4． ゴミゼロという考え方(静脈産業が果たす役割と今後の可能性)

5,6 プランBという生き方(今の生活をプランAとし、この生活を続けると地球システムは崩壊する。それを防止する生き方を紹介する)

７．大阪南港ATCグリーンエコプラザ視察と講義(環境と経営のwin-winの関係について)

８．時代の先端をゆくプロフェショナル報告
9． 環境法規が新たに創り出すマーケットについて(廃棄物処理法改正、地球温暖化対策推進法改正、省エネ法改正などが開く新たな環境マーケットについて)

10．環境マネジメントシステム(ISO14001、エコアクション21、エコステージ、KES等々環境マネジメントシステムを調べる)

11．エコロジー交通システム(カールスルーエ市の取り組み)、ソーラー革命(太陽は請求書を送ってこない)

12．テスト or レポート
